
さ

震災φ 護保険改定、

今1人1人力功 を合わせるとき

r.I地域介譲■援導門員協会

釜 稲 田 基 ,

3月 11日に発生した栗日本大晨災 ま 巨大な地晨 とてつもなしヽ津薫 そして原発のラ枚による放射籠裕

じと広範日で長期
=わ

たるこ大な検書をもたらしました 私も 震詢 週間後に所属組湿から医療支援にでか

けま ●が 本当に現地は大変な状況でした がれきの山と化したかつでつ衡を見て 復興にどれだけの時間

が必要かと呆然としました そんな中で頑張つてtヽる現地の医家 福祉スタッフや住民の姿に深0■銘を覚え

ました また 一方で 全国民が イつになつて復興を支援しようとする構理の盛り上かりに勇気づけられても

tヽま, 1人 1人ができることを息長<● しヽくことが大切だと感してしヽま■

さtl.江地域介護支援専門員協会は 5月 14曰に沿会を終え新年度方針 予算を承認して頂き 新年層

の活動がスタートしたところですが 今錐 も会員 1人 1鰺,致 iC合った活動を勧めて行き 元気の出る会

活動を目指したいと考えています 今年度の研究大書は 10局 21B20Bとくにびきメッセを会場として社

江地域での開催となりま,テ ーマは [今 ケアマネーシャーの専門性を考えるJで■ せ0ともみんなで盛

り上げて頂きたいと思いま■ そしtま た今年度は 刊■ 24年匿の介護保轍 足にあわt松 江市高読者

福祉計画 介護保険事業計画び策定される年でもありまま 少しでも利用しやitヽ制臓となるよう協会として

の意見を反映していきたいこ諄しヽます 0きつづき会員の皆靱 お力添えをお願い致します
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春雨や落雷『古興落語』卜 きヽいき医学講話会』に参加して

云る5月 143 介護支揮専門員協会ボ会終了後 薔

雨■鬼極 (査寄正之先生)の r古栗落携,(し きヽtヽき匡

享議雷費 に勧 ]L.した ,郎莞生ま ¬■ 8年に4

代B薔雨や雷蔵に入門 ホ葉の要形外科E焼ての葉鴻ど

並行し
=行

に動しまれ 吝戸や電毬を襲名されました T
成21年には 菫形,縣∈院機 に,やり 〔●興電籠I
rぃさぃき偏学講謝 からなるお違者お語会を主華されて

t,るとのことでした

今回のお話は 始めに「百興落語 まん0●うこわいJ

のお話を―籠洟じられました この●あ
` 

た妙な人I.1鑑

写をユーモデたつぶつ進つ2んだ内會てした も 露たけ

てぎなく 会場にいる薔加者の春子を拍かく観察し7●●●

笑いのツ市をくいくいoとつさえた 大変おもしらt'内E
てした , 続いて 2部自ま iいきいき⊂世蒻話1と通し

て行われました 人間が元々嶋つている元気ぬ療を
=き

士

●行為こそ 〈笑う,というiれてあることを実際の医学●●

観点から,萌されました よく「笑う1■=議来るJとい

う言彙を使い (実う,Fな,大切さは言われていますが

実際に医学的な根拠を元に癌や湾尿病 アドビーtい0た

病気に

"せ

る浩態に ('い)が短●入れられていることな

あい 0菫 曽 田 器 広

と知ることが望スました よた Bらも (笑 tl●7=,と
t'つた立場でも患者感と向き合つていらoしゃることをおお

され札 ● 会の燿後にま勧 ,者全員 ~3●使ぅて ‐

う, ことをしまし色 夫戸を出しr うことて スーと気

分が躇続 t,を彗加者全団 体験しました

大声で (実う, ことによつて耐
=ち

ガリセットされ ず

たな活力を生み出していけることを改めて感じることがこ

来る0と騰でした

～新役員あいき,γ

効11ふれあい居室介護支r`華所 山 本  千

,月より 役員を務めることにな0ました湖北うれあい倍τ

'議
支援事業所の山本千望t中

します 」前も世蓋になり上戻つて, 役員菫庄からの餞搬惑に握り 会員青楼の院に娑勢

にg霊してぃま ● 東日本大農■があり原妻笥魅もあり 菜年度|ま,護 E燎同時改定もあり

と不,`尽さませんが :=台いやtlに等を適して和み合いたいと思います

0しくお願い0し上げよ0

有限会社くにびきケアサービス

〒0,20007
島根県安来市荒島町 1732番l16

電話番号 0854289898
FAX番号 085428つ 588

福祉用員の費与 販売 高B音 鷹彗鼈向,●●●改修

どんなことでもε贅燿にこ海談下さい

本 店 〒 |'200

6暇 442‐

"52松t店 〒 0す●∞ 2

8服 2■8田 1

史来市史来町 ,,,

FⅨ 03‖2‐

`22松江市苦憲療 ●た,

=眼
08112‐性 8M5



各部署からの抱負

リフレツシ●蔀 山 本 信 ,
,フ●ッシ,と

=え
ば 薔ヽ芸優急授憲は,=,―シo"がメインで●●う 昨年度陪邁山ハイ■ン例 を初企直し

全体●0蘊抱が,ふ農間を薔感しました 昨年度
=:き

滸ま ,=も 11月 ,3(ゎ 粛 ιの3を予定して,ヽます 「撥止
葛信●ないわ Jと思●tい 0あ●た1今

`●
●間に3いますよ い0もの道を達口0した0 なるヽく階段を歩くことか0

Lめて,ませ_ ,ヽ院秋のお通山を,察   苦●ん―覇に行きましよう

広純都 足 新之介

昨年底と同しく広鱚部長をさせていただくことになりました 介菫三人夕撻施設 福寿苑の足立で,
今回も「,アマネ,●●疱」を,に ,口発行させていただきま義

かわら版を通して 会員の吝藤に,イム,―な
`肇

や活匈内宮 研ヽ0報告等をお伝えしまヽ
のか05版に■せてほしいことも飽ヽ

=お
していま●●● 気棄●なくおoし●oてください

どうをようしく6籠いましま4

会員の皆様から

胡臨 ‐

“

●Ⅲズ鍼て
`●

ヽ●●,‐ 岡 田 昌 治

平,よつ会Bの営も な江距峯介晨支撮諄円員ζ芸の著動にこ理解 こ

`力
を掲0薇 にあつ0こう0きいま0 昨年度

に号
=嬌

き 薇力ながら樹儘部長を薔あさせていたださまま み0う 0,壊セ ●―の6口と,しま,
今年薫● iF ケアマネξttl`施設ケア●ネrttl i認

“
=HkJと

,本
=で

の専円研
=●

計画しておりま,
苦様には ゼo各研修会への冬前を画して

壺前,=鑢収彙0臓 とする

基●の痘寝によ0 自分の
=務

を見直し 内省学習●機会0なる

そして同じ仕事を行なつている0綺作つ 交流の■●IIる

制離 部 小 原 共 子
制晨熙査都では _‐日の

=―
ズ
"び

琥●を把握し ,電邁 他姜員会と迪II● 0,ネットワーク,,を進め 秦ヽ,ス
ム

'に
導 ア 甚るよう|=しま二

卸 い う0介通,髯専F:■とこ 0=ズ 調査

"0現
状把握をtう

制度にRを含む介護支擦専円員の彙薔&吝への黎,相みをgる

0厳 tをきめたネ,トワーク作り
i砥 ∈議会との連軍をさらに引 しして,寝支猥専

',■
としての専門催を発揮てき0_●

`■
,ラく,

に,めてまいります よるしくおいい観します

輪 今 石 康 之

☆
`員

会や耐滲等の協会活動が充実す0めに3姜員会●黎
"し

ていきま,
■ 入金 退会うの事務手班

=が
円■に行なえるようにあ手にいをしま,

☆ 伝達事項,総員簡で情報
=有

てきるように努のま,
今年葉もよらしくお願い致しま凱

以
=の

テーマに今年底もより実蚕釣で現場に:,した研檬会こ企直していこうともぇてお,ます0で ,員 ,1会員簡●,
多くの皆様0動 をお待うしてじります 今年底もとう

=よ
ろしくお願い螢しよゝ

福祉機器販売 レン初レ

WEED
難ウィードメディカリレ

島根県松江市感轟詢10ア

● 0862 60つ 01l  FAXO=`2 60セ 60●

=tら
くらくグコー

福祉用員レンタル 販売 住宅改優
セ=フティホーム _4

1●江市lι 田町6e番地4
TEL0852 22 3663 FAX0852 22 3555



明日から役に立つかもしれない.さ理学―lll頭効果―

Aさん |1鵜かいl 国的な]■働勉なl l象断力がある|

3さん |1冷たいい い断力がある! 価麺な]闊 的な|

とんな印nをそれそれの人物
=llし

てもたれましたか ?

Aさんに対しては日さんに対しての
`,鑽

よつo分な的な印感を抱きませんか,言をかするなら A●んがいいかな■

と思いませ どちらかと会うということであれば Aさんを僣訳●ることになるとモt'ます

とちらかというとBさんのほうは冷椰勲まし―おまりしoべoてくれないのかなぉ―みたいな雰囲気がしませんか,

けれとも 先のAさんとBさんの特彗
`と

,,うと

壺初に●かれている I還 かい]という言菫と 1冷た01という言撃をのでいて全く同しなのです

それにもかかわら, こうも:限が変わつてくると,ヽうのな 農II t芋 Jられた言撃など
=よ

つて その後の:,金う

強く定卿 ,されてしまうからなので,
これが初嶺効果とよばれているもので 驚―:'象が い0[ その人に対する軒 ]を左石するものであるかとヽヽうこ

となのです

第一印0には やぎり最大限の注意を払わないとtヽすないなど 改めて撼しました 足ユ晰マ介

平成 23年度口,修計画
●施設ケアマネ研修

E 時 l r 2o年 8月 .6B(金,1,"-210t
場 所 |いきt'きプラザE根 40`

内 容 11動 題盲 [見てもらえる
'ア

プラン,■座談会

●認知碇研修

t 躊 1平● 2,年 10月 81e(3)1,"-10● 0

鳩 所 |● Iえ合福祉センター|〕訟 ,室
内 81預 :寸中

●
=宅

ケアマネ研修

E 時 |=02`年 1月 2B(■ ,13"-1600
場 所 1松iヽ合福祉センター 1崚 震室

内 31t=)+威 2年度制言改
=に

向けての動0こチェックリストを電用したケアプランの作り0

●8想擦ケアマネージや―研究大会

B 躊 1午威 2`年 1● 月218(金)″ B(土 )

壌 所 II●i市 くにささメッセ 多0釣ホール

編 集 後 記

東iι地方大平喜沖地震の

「

疸 原発事故による

“

射|:な害 3本に運大な根害をもたらしたなか―女子

サッ
"―

 なてしこUoo●●のW杯優騰 |と いう電しt,出来事もありました

ケアマネかわら板は今回も年に3回発行取します 毎口「かわら[を楽しみにしていたよJと言つて

いただけるよう|1内容にしていきたいと 発行する側も楽しみながら創つていきたいと思ぅています

これからもよらしくお願t颯しませ


